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第 １ ５ - ０ ０ ４ 号 

     ２０１５年４月３０日 

 平成２７年３月期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日４月３０日（木）、平成２７年３月期決算を取りまとめました。詳細

は「平成２７年３月期決算短信」をご参照ください。 

１．平成２７年３月期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 
・当期のわが国経済は、個人消費が底堅い動きとなる中で、企業収益に改善の動きが見られる

等、景気は緩やかな回復基調が続きました。また、先行きについては、海外景気の下振れ等、

景気を下押しするリスクが懸念されるものの、原油価格下落の影響や各種政策の効果もあり、

緩やかに回復していくことが期待されています。 
・このような経済情勢の下、航空事業の収益性を高める「コア事業の強化」、戦略的投資等によ

り経営基盤を強固にする「収益ドメインの拡大・多様化」、競争力を強化する「コスト構造改革の

進化」を柱とする「２０１４～１６年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」を着実に遂行しております。 
・羽田空港の国際線発着枠拡大を機に国内外ネットワークの一体化と増強を進め、首都圏デュ

アルハブモデルの強化を図りました。また、機内や空港におけるサービスを充実させ、お客様

利便性の向上と競争力の強化に努めた結果、英国スカイトラックス社より、日本で唯一の顧客

満足度で最高評価となる「５スター」エアラインに３年連続で認定されました。 
・国際線の事業規模を拡大させた航空事業を中心に需要を着実に取り込んだ結果、売上高は

前期を上回りました。事業規模の拡大に連動して営業費用も増加したものの、コスト構造改革

を着実に進め、営業利益、経常利益、当期純利益ともに増益となりました。 

これらの結果、平成２７年３月期の連結経営成績は、売上高が１兆７，１３４億円、営業利益は

９１５億円、経常利益は６７１億円、当期純利益は３９２億円となりました。なお、当期の配当につ

きましては、１株につき４円の配当とさせていただきます。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 増減率(%) 

売 上 高 １７，１３４ １５，７０１ １，４３３     ９．１ 

営 業 費 用 １６，２１９ １５，０４１ １，１７７     ７．８ 

営 業 損 益 ９１５ ６５９ ２５５  ３８．７ 

営 業 外 損 益 ▲２４４ ▲２３０ ▲１３ ― 

経 常 損 益 ６７１ ４２９ ２４２  ５６．４ 

特 別 損 益  １０８ ▲６５ １７３ ― 

当 期 純 損 益 ３９２ １８８ ２０３ １０７．８ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 １４，８４６ ８１６ １３，６４３ ６５３ １，２０２ １６３ 

航空関連事業 ２，２３７ ９０ １，８９６ ２７ ３４１ ６２ 

旅 行 事 業 １，６９０ ４５ １，７３４ ４４ ▲４４ １ 

商 社 事 業 １，２７０ ４０ １，１０２ ３３ １６７ ７ 
そ の 他 ３２５ １６ ３０１ １３ ２４  ２ 
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

・７月より普通運賃等を改定したことに加え、各種割引運賃を柔軟に設定したこと等により需要

を着実に取り込み、旅客数・収入ともに前期を上回りました。 

・７月から伊丹・札幌＝青森線を、ウィンターダイヤから羽田＝中部線を新規開設したほか、羽

田や伊丹発着路線を中心とした増便を行い、ネットワークの充実を図りました。また、需要動

向に応じて機動的に機材変更を行う等、需給適合を推進しました。 

・各種「旅割」運賃の水準をきめ細かく見直す等、需要喚起に努めました。 

・サービス面では、機内販売で「Ｓｕｉｃａ」をはじめとする交通系電子マネーをご利用いただける

ようにしたほか、プレミアムクラスのサービスを拡充し、羽田＝伊丹・札幌・福岡線で温かいお

食事の提供を開始する等、お客様の利便性向上と競争力の強化に努めました。 

以上の結果、国内線旅客収入は８２億円の増収（前期比１．２％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ６，８３３ ６，７５１   ８２  １．２ 

旅客数（千人） ４３，２０３ ４２，６６８ ５３４ １．３ 

座席キロ（百万座席キロ） ６０，２１３ ６１，０４６ ▲８３３ ▲１．４ 

旅客キロ（百万人キロ） ３８，５８２ ３７，８６１ ７２０ １．９ 

利用率（％） ６４．１ ６２．０   ２．１ ――― 

 

 ②国際線旅客 

・事業規模を拡大する中で、長距離路線の需要が好調に推移したことや、中国・アジア路線を

中心に旺盛な訪日需要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前期を上回りました。 

・羽田空港発着枠の拡大に伴い、サマーダイヤから羽田＝ロンドン・パリ・ミュンヘン・ハノイ・ジ

ャカルタ・マニラ・バンクーバーの７路線を新規開設したことに加え、羽田＝フランクフルト・シ

ンガポール・バンコクの３路線を増便し、アクセス利便性を活かして都心からのビジネス需要

や、日本各地との乗り継ぎ需要の取り込みに努めました。また、成田ではサマーダイヤからデ

ュッセルドルフ線を新規開設したほか、運航ダイヤを調整し、北米～アジア間などの国際線接

続の利便性を向上させました。 

・「ビジ割」「エコ割」等の各種割引運賃を日本発全方面に設定し、需要喚起に努めました。 

・サービス面では、羽田空港国際線ラウンジを増設・拡張し、「ＡＮＡ ＳＵＩＴＥ ＬＯＵＮＧＥ」では

和食・洋食のフルコースメニューの提供を開始したほか、主な国際線機材の機内エンターテイ

メントにおいて、日本の航空会社として最多となる３００チャンネルを超える番組を、多言語で

お楽しみいただけるようにする等、フルサービスキャリアとしての競争力強化に努めました。 

以上の結果、国際線旅客収入は７２９億円の増収（前期比１８．５％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ４，６８３ ３，９５３ ７２９ １８．５ 

旅客数（千人） ７，２０８ ６，３３６ ８７１ １３．８ 

座席キロ（百万座席キロ） ４９，４８７ ４１，４５１ ８，０３５ １９．４ 

旅客キロ（百万人キロ） ３５，６３９ ３０，６１３ ５，０２５ １６．４ 

利用率（％） ７２．０ ７３．９ ▲１．８ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、競争が激化する中で宅配貨物需要や羽田発着国際線との接続貨物需要を

取り込んだこと等により、輸送重量は前期を下回ったものの、収入は前期を上回りました。 

・国際線貨物は、日本発北米・アジア向け自動車関連部品等の貨物が好調であったことに加え、

アジア・欧州発日本向け貨物や、アジア・中国発欧米向け三国間輸送貨物等の旺盛な需要を

取り込みました。また、沖縄貨物ハブを活用し、アジア域内の三国間輸送貨物やエクスプレス

貨物を取り込みました。これらにより、輸送重量・収入ともに前期を上回りました。 

・貨物専用機を１機追加導入して１０機体制とし、貨物便ネットワークの充実を図ったほか、１２

月より日欧間においてルフトハンザカーゴＡＧとの貨物共同事業を開始しました。 

以上の結果、国内線貨物収入は４億円の増収（前期比１．５％増）、国際線貨物収入は２００

億円の増収（前期比１９．１％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）      ３２５      ３２１ ４ １．５ 

輸送重量（千トン）      ４７５     ４７７ ▲１  ▲０．３ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）      ４７６     ４７３ ３  ０．７ 

貨物収入（億円）    １，２４７   １，０４７ ２００ １９．１ 

輸送重量（千トン）      ８４１     ７１０ １３１ １８．５ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）    ３，６０８   ２，９３７ ６７０ ２２．８ 

 
④その他 

･マイレージ附帯収入やバニラ・エア㈱の収入、機内販売収入、整備受託収入等を含む航空事

業におけるその他の収入は、１，６５９億円（前期比１１．９％増）となりました。 
･バニラ・エア㈱では、７月から成田＝奄美大島線、１１月から成田＝香港線、本年２月から成田

＝高雄線を新規開設したほか、スマートフォンで航空券の予約ができるようにする等利便性の

向上を図ったほか、認知度向上のために他業種との共同キャンペーンを継続的に展開した結

果、当期における輸送実績は、旅客数は１，１４１千人、利用率は８０．３％となりました。 

 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 
・航空関連事業においては、羽田空港や関西空港、那覇空港における空港地上支援業務につ

いて、外国航空会社からの受託が増えたこと等により、当期の売上高は２，２３７億円（前期比

１８．０％増）、営業利益は９０億円（前期比２２８．７％増）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では、ダイナミックパッケージ商品の一部を７月より営業開始し

た㈱ＡＮＡじゃらんパックで取り扱うこととしたこと等から、売上高は前期を下回りました。海外旅

行では、羽田発着路線の拡大に伴い主力商品「ＡＮＡハローツアー」を拡充し、日本各地発の

需要を取り込みました。訪日旅行では、台湾・香港等からの堅調な需要を取り込み、取扱高は

過去最高となりました。以上により、当期の売上高は１，６９０億円（前期比２．５％減）となりま

したが、コスト削減等に努めた結果、営業利益は４５億円（前期比３．１％増）となりました。 

・商社事業においては、訪日外国人の増加等に伴い空港免税店や空港物販店の販売が好調で

あったこと、航空・電子部門で半導体関連の受注が好調であったこと等により、当期の売上高

は１，２７０億円（前期比１５．２％増）、営業利益は４０億円（前期比２２．６％増）となりました。 

・その他については、ビルメンテナンス事業の好調等により、当期の売上高は３２５億円（前期比

８．２％増）、営業利益は１６億円（前期比１８．８％増）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 増減 

総資産（億円） ２３，０２４ ２１，７３６  １，２８８ 

自己資本（億円）  （注１） ７，９８２ ７，４６０   ５２２ 

自己資本比率（％） ３４．７ ３４．３   ０．３ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，１９８ ８，３４７ ▲１４９ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．０ １．１ ▲０．１ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２７年３月期 平成２６年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ２，０６８ ２，００１ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲２，１０７ ▲６４９ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲３０４ ▲８５５ 

現金および現金同等物期末残高  ２，０８９ ２，４０９ 

減価償却費 １，３１３ １，３６１ 

 
２．平成２８年３月期の見通し 

・今後のわが国の経済見通しにつきましては、海外景気の下振れ等、景気を下押しするリスク

が懸念されるものの、原油価格下落の影響や各種政策の効果もあり、緩やかに回復していくこ

とが期待されています。 

・このような状況下、「２０１４～１６年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略ローリングプラン」を確実

に遂行し、「世界のリーディングエアライングループを目指す」という経営ビジョンの実現に向け、

最適な事業ポートフォリオの構築とコスト構造改革に継続して取り組むことにより、グループ収

益の最大化を目指してまいります。 

・収益基盤であるフルサービスキャリア事業においては、国内線では需給適合の強化により収

益性を確保しつつ、国際線では首都圏デュアルハブモデルを進化させ、ネットワークのさらなる

拡充を図るとともに、海外における販売力を強化してまいります。 

これらの結果、平成２８年３月期の連結業績見通しは以下の通りとなります。なお、配当につ

きましては、１株につき５円を予定しております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２８年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２７年３月期） 

増減 

売 上 高 １７，９００  １７，１３４ ７６５ 

営 業 利 益  １，１５０ ９１５ ２３４ 

経 常 利 益     ９００      ６７１ ２２８ 

当 期 純 利 益     ５２０      ３９２ １２７ 

以 上 


